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錦秋のパノラマ（秋田県東
ひがし

成
なる

瀬
せ

村
むら

）

秋田、岩手、宮城の３県にまたがる
栗駒山は、周囲を湖沼や湿原に囲
まれ、高山植物の宝庫。紅葉の名
所としても知られ、旧栗駒有料道路
の途中にある須川湖では、秋になる
と栗駒山の美しい紅葉が湖面に映
り込み、赤や黄色の鮮やかなグラ
デーションが見渡す限りに広がる。

写真キャプション

今
年
の
日
本
列
島
は
台
風
に
翻
弄
さ
れ
た
。
9
月

に
は
21
号
と
24
号
が
縦
断
。
各
地
で
強
風
が
吹
き
荒

れ
た
。
東
京
都
心
の
9
月
の
降
水
量
は
平
年
の
1
・

7
倍
で
、
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
の
は
わ
ず
か
3
日
だ

け
だ
っ
た
そ
う
だ
。

農
業
へ
の
被
害
も
大
き
か
っ
た
。
た
と
え
ば
滋
賀

県
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
損
壊
を
は
じ
め
と
す

る
農
業
施
設
の
被
害
が
平
成
で
最
悪
だ
っ
た
と
い

う
。
ぼ
く
た
ち
が
無
農
薬
稲
作
を
行
っ
て
い
る
田
ん

ぼ
（
茨
城
県
旧
八
郷
町
）
も
同
様
だ
。
天
日
乾
燥
し

て
い
た
稲は

架ざ

が
強
風
で
完
全
に
倒
れ
た
。
も
ち
ろ
ん

補
強
は
し
て
い
た
の
だ
が
…
。
自
然
に
左
右
さ
れ
る

の
が
農
業
の
常
だ
か
ら
、
文
句
を
言
っ
て
も
仕
方
が

な
い
。
た
だ
、
運
悪
く
倒
れ
た
の
が
日
曜
日
で
、
現

地
の
仲
間
か
ら
の
連
絡
は
月
曜
日
。
平
日
に
修
復
で

き
る
メ
ン
バ
ー
は
数
少
な
い
が
、
60
代
半
ば
以
上
の

リ
タ
イ
ア
組
で
何
と
か
立
て
直
す
。

そ
の
後
は
数
日
晴
天
が
続
き
、10
月
上
旬
に
脱
穀
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
日
は
な
ん
と
最
高
気
温
32
度
と
い

う
異
常
な
暑
さ
で
、
へ
と
へ
と
に
。
最
後
ま
で
天
候

異
変
に
た
た
ら
れ
た
お
米
作
り
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
夏
の
暑
さ
（
自
然
の
お
陰
）
や
、
水

の
深
さ
を
ほ
ぼ
一
定
に
保
て
た
こ
と
（
素
人
な
り
の

技
の
進
歩
）
か
ら
草
に
も
そ
れ
ほ
ど
悩
ま
さ
れ
ず
、

稲
の
生
育
は
順
調
で
、
倒
壊
も
乗
り
越
え
て
収
量
は

昨
年
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
今
度
は
、
売
り
先
を
開

拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
う
れ
し
い
悲
鳴

を
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。

早
速
、
販
売
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
仕
事
の
合
間
に

メ
ー
ル
や
電
話
を
あ
ち
こ
ち
へ
。
こ
こ
で
功
を
奏
し

た
の
が
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
約
30
年
間
ま
っ
た
く

使
っ
て
い
な
い
と
い
う
栽
培
方
法
、
天
日
乾
燥
の
美

味
し
さ
、
さ
ら
に
多
く
の
友
人
た
ち
、
す
な
わ
ち
人

間
関
係
資
本
だ
。
地
元
産
野
菜
や
魚
を
活
か
し
た
料

理
と
純
米
酒
が
美
味
い
行
き
つ
け
の
店
で
は
、
大
量

に
買
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
田
ん
ぼ
仲

間
の
一
人
は
大
喜
び
だ
。

「
予
約
の
取
り
に
く
い
超
人
気
店
に
、（
私
た
ち
の
）

お
米
が
入
る
な
ん
て
、
夢
の
よ
う
で
す
。
絶
対
食
べ

に
行
き
ま
す
」

食
べ
も
の
に
せ
よ
、
お
酒
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
縁

が
あ
る
と
こ
ろ
に
息
の
長
い
需
要
が
生
ま
れ
て
い

く
。
こ
う
し
た
縁
需

4

4

を
ど
う
創
り
だ
す
か
が
地
域
づ

く
り
の
ひ
と
つ
の
カ
ギ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

コ
モ
ン
ズ
代
表
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

大お
お

江え　

正た
だ

章あ
き

台
風
に
負
け
な
か
っ
た
無
農
薬
稲
作
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全
国
町
村
会
は
、「
平
成
30
年
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
」
に
よ
り
道
央
圏
を
中
心

に
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
10
月
12
日
、
荒
木
泰
臣
全
国
町
村

会
長
（
熊
本
県
嘉か

島し
ま

町
長
）
が
、
棚
野
孝

夫
北
海
道
町
村
会
長
（
白し

ら

糠ぬ
か

町
長
）、
被

害
の
あ
っ
た
厚あ

つ

真ま

町
の
宮
坂
尚
市
朗
町

長
、
安あ

平び
ら

町
の
及
川
秀
一
郎
町
長
、
む
か

わ
町
の
竹
中
喜
之
町
長
の
3
町
長
と
と
も

に
自
由
民
主
党
・
公
明
党
及
び
関
係
省
庁

に
対
す
る
緊
急
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に

関
す
る
緊
急
要
望
」（
次
頁
参
照
）
は
、

河
川
や
道
路
、
水
道
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
や
家
屋
・
農
業
関
連
施
設
等
に
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
産
業
や
観
光
に
影
響
が
生

じ
て
い
る
各
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
支
援
、

今
回
の
地
震
に
お
い
て
北
海
道
全
域
で
の

停
電
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
万
全
な
電

力
の
供
給
体
制
の
確
立
、
ま
た
、
復
旧
・

復
興
に
対
す
る
十
分
な
地
方
財
政
措
置
な

ど
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

荒
木
会
長
、
棚
野
会
長
及
び
3
町
長
か

ら
は
被
災
町
村
の
被
害
状
況
や
現
場
の
窮

状
、
課
題
を
直
接
伝
え
、
国
に
よ
る
迅
速

か
つ
万
全
の
支
援
の
ほ
か
、
補
正
予
算
等

が
必
要
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
早
期
に

措
置
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
。
要
請
先

の
加
藤
自
民
党
総
務
会
長
か
ら
「
皆
さ
ま

の
ご
要
望
の
う
ち
、
す
ぐ
に
や
る
べ
き
も

の
に
つ
い
て
は
補
正
予
算
に
よ
る
対
応
を

進
め
て
い
く
。
ま
ず
は
復
旧
・
復
興
が
大

事
だ
が
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
く
」
と
、

要
請
に
応
え
、
迅
速
に
し
っ
か
り
と
支
援

を
実
施
し
て
い
く
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

■自由民主党

■公明党

■総務省

▲�加藤総務会長（中央）に要請する荒木全国町村会長（右から3人目）、
棚野北海道町村会長（左から3人目）、宮坂厚真町長（右から2人
目）、及川安平町長（左から2人目）、竹中むかわ町長（右端）

▲�稲津「平成30年北海道胆振東部地震」対策本部長（右から4人目）、
横山副本部長（右から3人目）、若松副本部長（右から2人目）、�
宮崎本部員（右端）

▲�林﨑自治財政局長（右から3人目）

平成30年北海道胆振東部地震に関する
緊急要望を実施

復旧・復興に対する十分な地方財政措置などを要請

全 国 町 村 会

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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活　動

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に　

関
す
る
緊
急
要
望

９
月
６
日
に
発
生
し
た
「
平
成
30
年
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
」
は
、
道
央
圏
を
中
心
と

し
て
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
尊

い
命
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
々

が
負
傷
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
な
土
砂
災
害
や
家
屋
の
倒

壊
、さ
ら
に
は
、北
海
道
全
域
で
の
停
電
（
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

寸
断
や
産
業
被
害
の
拡
大
な
ど
、
道
民
の
く

ら
し
や
経
済
社
会
活
動
に
広
範
か
つ
多
大
な

影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

現
在
、
被
災
町
村
で
は
、
応
急
対
策
の
実

施
を
は
じ
め
と
し
た
早
期
復
旧
に
全
力
を
挙

げ
る
と
と
も
に
、
住
民
生
活
の
一
日
も
早
い

安
定
に
向
け
、
国
や
道
な
ど
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
災
害
対
策
に
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
９
月
28
日
、
激
甚
災
害
の

指
定
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
迅
速
な
ご

対
応
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
町
村
に
お
い
て
は
、
今
後
、
本
格
的

な
災
害
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
が
一
層
進

め
ら
れ
ま
す
が
、
町
村
会
と
し
て
も
、
被
災

者
支
援
の
円
滑
な
実
施
と
と
も
に
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
林
水
産
業
や
地
域
の
く
ら
し
を

支
え
る
中
小
企
業
な
ど
の
経
済
活
動
を
速
や

か
に
回
復
さ
せ
、
北
海
道
の
強
み
で
あ
る
食

や
観
光
が
一
日
も
早
く
本
来
の
活
気
あ
る
姿

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
、
被
災
町
村
と
一
体
と
な
り
積
極
的
に
対

応
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
こ
の
度
の
災
害
か
ら
の
迅
速

な
復
旧
の
た
め
に
は
、
被
災
町
村
の
意
見
を

十
分
踏
ま
え
た
国
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る

と
と
も
に
、
北
海
道
全
域
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
二
度
と
繰

り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
次
の
と
お
り
要

望
し
ま
す
。

１　

被
災
地
等
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
つ
い
て

⑴�

河
川
や
道
路
、
港
湾
、
漁
港
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
土
木
施
設
、
水
道
施
設
、
林
地

や
農
地
・
農
業
用
施
設
、
文
教
施
設
、
文

化
財
等
の
災
害
復
旧
に
向
け
、
十
分
な
支

援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　
���　
�

な
お
、
災
害
対
策
関
連
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
被
災
地
の
実
態
な
ど
を
踏

ま
え
た
柔
軟
な
対
応
を
図
る
こ
と
。

⑵�

家
屋
の
解
体
・
撤
去
費
用
に
つ
い
て
、
熊

本
地
震
と
同
様
に
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊

の
家
屋
も
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
の
対

象
と
す
る
こ
と
。

　

�　

��

ま
た
、
農
地
等
に
堆
積
し
て
い
る
大
量

の
土
砂
や
倒
木
、
倒
壊
し
た
家
屋
な
ど
の

撤
去
に
対
す
る
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
。

⑶�

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
が
受
け
た

甚
大
な
被
害
か
ら
の
再
生
を
迅
速
に
図
る

た
め
、
施
設
や
家
畜
な
ど
の
生
産
基
盤
の

回
復
と
と
も
に
、
被
災
し
た
農
林
漁
業
者

の
経
営
安
定
に
向
け
、
十
分
な
支
援
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

⑷�

被
災
企
業
等
に
お
け
る
工
場
・
事
業
所
の

修
繕
、
設
備
の
修
理
、
買
換
え
な
ど
を
対

象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
補
助
金
を
適
用
・
拡

充
す
る
な
ど
、
被
災
し
た
中
小
企
業
等
の

経
営
安
定
に
向
け
、
十
分
な
支
援
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。

⑸�

宿
泊
客
数
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
観
光
産

業
に
極
め
て
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
正
確
な
情
報
を
発
信
す
る
な

ど
風
評
被
害
を
払
拭
す
る
と
と
も
に
、
観

光
需
要
の
回
復
に
向
け
、
十
分
な
支
援
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

２　

�

災
害
時
に
お
け
る
万
全
な
電
力
の
供
給

体
制
の
確
立
に
つ
い
て

⑴�

発
電
所
停
止
に
よ
る
大
規
模
停
電
を
避
け

る
た
め
、
北
本
連
系
設
備
の
さ
ら
な
る
増

強
を
行
う
と
と
も
に
、
発
電
施
設
の
分
散

設
置
が
可
能
と
な
る
送
電
線
等
の
電
力
基

盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

⑵�

災
害
時
に
各
地
域
の
自
立
型
電
源
と
な
り

得
る
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」
を

促
進
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
系
統
へ
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
安
定
し
た
電
力
を
供
給
で
き
る
蓄

電
機
能
の
普
及
拡
大
を
図
る
こ
と
。

３�　

復
旧
・
復
興
に
対
す
る
十
分
な
地
方
財

政
措
置

応
急
対
応
や
被
災
者
支
援
、
復
旧
・
復
興

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
特
別
交
付
税
に

よ
る
財
政
支
援
や
災
害
復
旧
事
業
債
の
資
金

確
保
な
ど
、
十
分
な
地
方
財
政
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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た
め
池
の
整
備
を
強
化

７
月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
農
業
用
た
め

池
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
そ
の
大
半

が
防
災
重
点
た
め
池
で
は
な
い
た
め
池

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
防
災
重
点
た
め
池
の

あ
り
方
を
見
直
す
と
と
も
に
下
流
の
家
屋

な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
高
い
た
め

池
の
緊
急
的
・
総
合
的
な
対
策
を
１
、
３

２
８
億
８
、
１
０
０
万
円
の
内
数
で
対
応

す
る
。

公
共
事
業
の
「
農
村
地
域
防
災
減
災
事

業
」
と
非
公
共
事
業
で
18
年
度
に
創
設
し

た
「
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災

事
業
」
の
２
事
業
の
要
領
で
は
、
老
朽
化

な
ど
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
池
を
廃

止
す
る
場
合
、
自
治
体
に
廃
止
後
の
維
持

管
理
計
画
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
記
載
し

て
お
り
、
こ
の
要
件
を
な
く
す
。
農
村
地

域
防
災
減
災
事
業
で
は
、
た
め
池
の
廃
止

に
関
し
１
、
０
０
０
万
円
を
上
限
に
全
額

補
助
し
て
い
る
が
、
こ
の
上
限
も
撤
廃
す

る
。
廃
止
に
伴
い
、
代
替
水
源
を
整
備
す

る
場
合
に
全
額
を
補
助
す
る
制
度
も
新
た

に
設
け
る
。
ま
た
、
監
視
カ
メ
ラ
や
水
位

計
な
ど
の
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費

用
も
全
額
補
助
す
る
。

こ
の
他
、
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

を
拡
充
し
て
、
農
業
集
落
排
水
区
域
内
の

防
災
拠
点
や
避
難
所
と
な
る
施
設
を
対
象

に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
自
治

体
に
対
し
整
備
費
用
を
補
助
す
る
。
農
山

漁
村
地
域
整
備
交
付
金
１
、０
９
９
億
８
、

０
０
０
万
円
の
内
数
で
対
応
す
る
。
注
水

ま
す
や
排
水
管
、
汚
水
ま
す
と
い
っ
た
地

下
部
分
の
整
備
費
用
に
つ
い
て
本
州
と
北

海
道
、
離
島
は
50
％
、
奄
美
諸
島
は
60
％
、

沖
縄
県
は
75
％
を
そ
れ
ぞ
れ
補
助
す
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
で
モ
デ
ル
事
業

同
省
で
は
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
実
現

に
向
け
、
国
や
研
究
機
関
、
民
間
企
業
、

農
業
者
が
連
携
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
モ

デ
ル
農
場
に
お
け
る
体
系
的
か
つ
一
貫
し

た
形
で
の
技
術
実
証
に
50
億
円
を
新
規
計

上
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
自
動
走
行
ト
ラ
ク

タ
ー
や
自
動
運
転
田
植
機
、
自
動
水
管
理

シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
技
術
を
大
規
模
水
田
や
超
低
コ

ス
ト
輸
出
用
米
、
露
地
野
菜
な
ど
の
営
農

類
型
ご
と
に
生
産
か
ら
出
荷
ま
で
体
系
的

に
組
み
立
て
た
「
ス
マ
ー
ト
実
証
農
場
」

を
全
国
50
カ
所
程
度
に
整
備
。
そ
れ
ぞ
れ

の
農
家
の
作
業
内
容
や
気
象
条
件
と
い
っ

た
デ
ー
タ
を
収
集
。
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に

し
て
企
業
の
新
商
品
開
発
な
ど
に
役
立
て

て
も
ら
う
。
同
省
は
25
年
ま
で
に
ほ
ぼ
全

て
の
農
業
者
が
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
農
業

を
実
践
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
考
え
だ
。

併
せ
て
、
熟
練
農
業
者
ら
の
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
流
出
防
止
と
適
正
な
利
用
分
配

を
確
保
す
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
利
用
す

る
農
業
関
連
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
・
利

用
に
関
す
る
契
約
の
考
え
方
や
契
約
書
に

盛
り
込
む
条
項
の
ひ
な
形
な
ど
を
記
載
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
。

　

農
林
水
産
省
の
２
０
１
９
年
度
予
算
概
算
要
求
は
前
年
度
当
初
予
算
比

18
・
５
％
増
の
２
兆
７
、２
６
９
億
円
と
な
っ
た
。
農
業
の
成
長
産
業
化
を

促
進
す
る
た
め
、
官
民
が
連
携
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、
Ｉ

ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
モ
デ
ル

農
場
に
お
け
る
技
術
実
証
を
行
う
費
用
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

公
共
事
業
費
は
21
・
１
％
増
の
８
、３
０
８
億
円
。
こ
の
う
ち
農
地
の
大

区
画
化
や
老
朽
化
し
た
施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
農
業
農
村
整
備
事
業
は
22
・

０
％
増
の
３
、９
１
７
億
円
と
し
た
。
こ
れ
に
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

の
農
業
農
村
整
備
事
業
分
７
６
７
億
円
、
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
と
農
業

水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業
の
農
業
農
村
整
備
関
連
事
業
６
２
１
億

円
を
合
わ
せ
る
と
、
整
備
関
係
事
業
費
の
合
計
は
５
、３
０
５
億
円
で
、
前

年
度
比
22
・
０
％
増
と
な
る
。

　

公
共
事
業
の
う
ち
、
多
発
す
る
豪
雨
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
治
山
事
業

は
22
・
０
％
増
額
し
７
２
９
億
円
。
災
害
復
旧
等
事
業
費
も
前
年
度
と
同
額

の
１
９
３
億
円
用
意
し
た
。

政策解説

た
め
池
の
整
備
事
業
を
強
化

　

＝
18
・
５
％
増
の
２
兆
７
、２
６
９
億
円
＝

－

２
０
１
９
年
度
農
林
水
産
省
予
算
概
算
要
求

－

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

政　策
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重
点
品
目
の
輸
出
へ
Ｐ
Ｒ
強
化
を
支
援

食
品
の
輸
出
で
は
、
17
年
に
輸
出
強
化

の
切
り
札
と
し
て
設
置
し
た
農
産
物
や
食

品
の
輸
出
を
支
援
す
る
「
日
本
食
品
海
外

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ

Ｄ
Ｏ
）」
に
よ
る
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
強
化
を
支
援
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
Ｏ
が
定
め
た
和
牛
や
米
粉
な
ど
七
つ

の
重
点
品
目
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の

強
化
費
用
な
ど
と
し
て
約
52
億
円
を
計
上

し
た
。

輸
出
に
向
け
た
環
境
整
備
に
は
、
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
の
５
億
７
、
７
０
０
万
円

を
計
上
。
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

に
伴
う
外
国
の
日
本
産
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
入
規
制
な
ど
の
緩
和
・
撤
廃
を
図

る
た
め
、
政
府
間
交
渉
に
必
要
と
な
る
情

報
や
科
学
的
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
を
行

う
と
と
も
に
日
本
の
農
林
水
産
物
・
食
品

の
現
地
視
察
を
行
う
た
め
、
外
国
政
府
の

規
制
担
当
者
を
国
内
に
招
待
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
産
地
・
農

業
者
ら
を
支
援
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
産
地

の
形
成
支
援
」に
も
２
億
円
を
新
規
計
上
。

輸
出
に
取
り
組
も
う
と
す
る
産
地
・
農
業

者
ら
が
参
画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

す
る
た
め
の
調
査
や
計
画
の
策
定
づ
く
り

な
ど
を
支
援
す
る
と
と
も
に
輸
出
に
必
要

な
情
報
を
提
供
す
る
。
対
象
と
な
っ
た
産

地
に
は
園
芸
作
物
へ
の
転
換
支
援
や
新
品

種
・
新
技
術
の
導
入
促
進
な
ど
の
事
業
を

優
先
採
択
す
る
。

食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
や
米
粉
用
米
、

麦
、
大
豆
な
ど
に
転
作
す
る
農
家
向
け
の

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
」
は
、

18
年
度
当
初
予
算
と
同
額
の
３
、
３
０
４

億
円
と
し
た
。
水
田
転
作
の
助
成
措
置
で

あ
る
産
地
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
転
作
拡

大
分
へ
の
支
払
い
を
拡
充
す
る
。

18
年
度
は
前
年
度
実
績
よ
り
転
作
を
拡

大
す
る
と
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円
を
支

払
っ
て
い
た
が
、
19
年
度
は
こ
れ
に
加
え

て
野
菜
や
輸
出
用
米
な
ど
高
収
益
作
物
の

作
付
け
面
積
を
拡
大
し
た
場
合
は
、
面
積

に
応
じ
て
10
ア
ー
ル
当
た
り
２
万
円
を
追

加
す
る
。

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
農
作
物
に
被
害

を
与
え
る
有
害
鳥
獣
の
対
策
と
し
て
は
、

捕
獲
わ
な
に
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
た
遠
隔
監
視
・
操
作
シ
ス
テ
ム

や
、
個
体
数
・
獣
種
判
別
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
地
元
自
治
体
や
猟
友
会
で
構
成
す
る
地

域
協
議
会
が
導
入
す
る
場
合
の
整
備
費
用

も
支
援
す
る
。
19
年
度
予
算
概
算
要
求
の

１
２
２
億
１
、
７
０
０
万
円
の
内
数
で
対

応
す
る
。

遠
隔
監
視
・
操
作
シ
ス
テ
ム
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
遠
隔
地
か
ら

現
場
の
映
像
を
確
認
し
、
わ
な
に
獣
が
入

る
と
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
、
無
線
で
操
作
し

て
わ
な
を
閉
じ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
た
め
の
大
型
箱
わ
な
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
、
投
光
器
、
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
、
制
御
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
導
入
す
る

際
の
費
用
を
定
額
で
補
助
す
る
。

個
体
数
・
獣
種
判
別
シ
ス
テ
ム
は
、
わ

な
に
入
っ
た
頭
数
や
獣
種
を
セ
ン
サ
ー
で

判
別
し
、
わ
な
に
入
っ
た
の
が
１
頭
だ
け

だ
っ
た
り
、
保
護
獣
だ
っ
た
り
し
た
場
合

は
捕
獲
し
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
が
監

視
す
る
労
力
が
省
け
る
と
と
も
に
、
狙
っ

た
獲
物
だ
け
を
捕
獲
す
る
こ
と
で
作
業
効

率
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
必
要
な
経
費
を
、
上
限
を

設
け
て
補
助
。
具
体
的
な
補
助
額
は
今
後

検
討
す
る
。

同
省
は
ジ
ビ
エ
を
商
業
ベ
ー
ス
で
実
施

す
る
た
め
に
、
一
定
程
度
ロ
ッ
ト
が
そ
ろ

い
数
百
頭
を
処
理
で
き
る
中
核
と
な
る
施

設
に
対
し
、
冷
蔵
施
設
を
増
強
す
る
な
ど

施
設
の
機
能
強
化
を
図
る
場
合
の
費
用
を

補
助
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
併
せ
て
、

山
で
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
鮮
度
を
落
と
さ
ず

処
理
加
工
施
設
に
運
搬
す
る
た
め
、
運
搬

し
な
が
ら
加
工
で
き
る
ジ
ビ
エ
カ
ー
や
、

よ
り
小
回
り
の
き
い
た
ジ
ビ
エ
カ
ー
ジ
ュ

ニ
ア
を
地
域
協
議
会
が
導
入
す
る
際
の
費

用
を
補
助
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）、
日

本
と
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
経
済
連
携
協

定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
へ
の
対
策
費
は
具
体
的
な

額
を
示
さ
な
い
事
項
要
求
と
し
た
。

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
で

自
治
体
向
け
研
修

林
野
庁
は
、
前
年
度
比
15
・
２
％
増
の

３
、
４
５
２
億
３
、
４
０
０
万
円
を
要
求
。

林
業
の
成
長
産
業
化
に
特
に
重
点
を
置
い

た
。
18
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
林
業
成
長
産

業
化
総
合
対
策
の
う
ち
、木
材
産
業
・
木
造

建
築
活
性
化
対
策
は
前
年
度
比
35
％
増
の

14
億
６
、８
０
０
万
円
。
直
交
集
成
板（
Ｃ

Ｌ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
中
・
大
型
施
設
の
建

設
を
促
す
た
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
先

駆
的
建
築
や
実
証
実
験
に
対
す
る
助
成
を

現
状
の
７
件
程
度
か
ら
大
幅
に
増
や
す
。

19
年
度
か
ら
始
ま
る
森
林
経
営
管
理
制

度
（
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
）
で
は
、

所
有
者
不
明
林
な
ど
商
業
ベ
ー
ス
に
な
ら

な
い
森
林
の
管
理
が
市
町
村
に
任
せ
ら
れ

る
。そ
こ
で
、経
営
管
理
権
や
経
営
管
理
実

施
権
の
設
定
、
市
町
村
森
林
経
営
管
理
事

業
な
ど
同
制
度
に
関
す
る
市
町
村
の
事
務

事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
、
都
道
府

県
職
員
ら
を
対
象
に
市
町
村
に
対
し
、
指

導
・
助
言
を
行
う
人
材
を
育
成
す
る
研
修

を
民
間
団
体
に
委
託
し
て
実
施
す
る
。
研

修
は
座
学
や
実
習
形
式
で
行
い
23
年
度
ま

で
に
１
、０
０
０
人
を
育
成
す
る
計
画
だ
。

併
せ
て
、
都
道
府
県
や
市
町
村
が
、
施
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業
の
集
約
化
や
境
界
の
明
確
化
、
地
域
の

合
意
形
成
な
ど
森
林
経
営
管
理
制
度
に
関

す
る
事
務
の
運
営
に
対
応
で
き
る
よ
う
Ｏ

Ｊ
Ｔ
（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）
を
実
施
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交

付
す
る
。
具
体
的
な
補
助
額
は
今
後
、
検

討
す
る
。
こ
の
二
つ
の
研
修
事
業
で
３
、

０
０
０
万
円
を
新
規
要
求
し
た
。

ま
た
、
木
材
の
生
産
流
通
コ
ス
ト
を
引

き
下
げ
る
た
め
、
森
林
組
合
や
木
材
加
工

業
者
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
３
者
を
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
立
ち
上
げ

る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
国
が
２
億
円
を

定
額
で
補
助
し
、
各
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン

グ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
生
産
現
場
の

管
理
情
報
や
出
荷
情
報
、
サ
イ
ズ
・
用
途

別
の
需
要
な
ど
を
３
者
で
共
有
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
整
備
な
ど
を
行
う
。

加
え
て
、
各
都
道
府
県
が
保
有
す
る
森

林
情
報
と
、
市
町
村
が
２
０
１
９
年
度
か

ら
運
用
を
始
め
る
林
地
台
帳
を
、
ク
ラ
ウ

ド
を
活
用
し
て
共
有
す
る
た
め
の
整
備
費

用
を
２
分
の
１
ず
つ
補
助
す
る
事
業
も
始

め
る
。
19
年
度
予
算
概
算
要
求
に
約
４
億

５
、
８
０
０
万
円
を
計
上
。
都
道
府
県
が

保
有
す
る
林
齢
や
樹
種
、
面
積
、
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
の
樹
木
の
本
数
な
ど
の
森

林
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、
林
地
台
帳

に
記
載
し
て
い
る
森
林
の
所
在
地
や
所
有

者
の
氏
名
・
名
称
や
住
所
、
持
ち
分
割
合

な
ど
の
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
で
一
元
化
。
都

道
府
県
や
市
町
村
の
ほ
か
、
森
林
所
有
者

や
森
林
組
合
、
生
産
業
者
の
間
で
共
有
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

漁
業
取
締
船
を
９
隻
体
制
に

水
産
庁
の
概
算
要
求
総
額
は
前
年
度
比

約
69
・
５
％
増
の
３
、
０
０
３
億
円
。
６

月
に
と
り
ま
と
め
た
水
産
政
策
の
改
革
を

進
め
る
た
め
、
漁
獲
可
能
量
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）

対
象
魚
種
の
拡
大
や
個
別
割
り
当
て
（
Ｉ

Ｑ
）
の
導
入
な
ど
、
新
た
な
資
源
管
理
措

置
へ
の
移
行
に
伴
い
、
減
船
、
休
漁
の
影

響
を
受
け
る
漁
業
者
や
加
工
業
者
へ
の
支

援
措
置
に
62
億
円
を
新
規
計
上
し
た
。

外
国
漁
船
の
違
法
操
業
対
策
も
18
年
度

当
初
予
算
の
約
１
４
８
億
円
か
ら
大
幅
に

増
や
し
、
約
３
３
６
億
円
を
要
求
。
定
員

要
求
で
外
国
漁
船
に
対
す
る
漁
業
取
り
締

ま
り
の
強
化
の
た
め
「
漁
業
取
締
課
」（
仮

称
）
を
新
設
す
る
こ
と
を
求
め
、
取
締
船

を
７
隻
か
ら
９
隻
に
増
や
す
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。

（
時
事
通
信
社
内
政
部　

江
川
剛
正
）

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

町
村
週
報
３
０
５
６
号
２
ペ
ー
ジ
に

掲
載
い
た
し
ま
し
た
、
北
海
道
む
か
わ

町
長
の
お
名
前
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
訂
正
し
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

誤
：
竹
中　

善
之

　

正
：
竹
中　

喜
之

信
州
縦
断
元
気
な
ふ
る
さ
と
収
穫
祭
め
ぐ
り
２
０
１
８

　

６
月
下
旬
か
ら
12
月
ま
で
の
間
、
長
野
県
町
村

会
主
催
の
「
信
州
縦
断　

元
気
な
ふ
る
さ
と
収
穫

祭
め
ぐ
り
２
０
１
８
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
て
い
る
こ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
、
県
内
58
町
村
が
開
催
す
る
収
穫
祭
情
報

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
県
内
外

に
情
報
発
信
し
、
多
く
の
方
に
信
州
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、「
ふ
る
さ
と
（
町
村
）」
の
「
元
気
」

と
「
よ
さ
」
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
収
穫
祭
め
ぐ
り
」と「
県
内
58
町
村
の
収
穫
祭
」

の
詳
し
い
情
報
は
、「
収
穫
祭
め
ぐ
り
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
年
は
１
０
１
の

収
穫
祭
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　町村会収穫祭めぐりテーマソング「ココロフルサト」は
「収穫祭めぐり」のホームページか下のQRコードからお
聴きください。green note coasterが川上村を巡る動画で
お楽しみください！
（長野県の町村の収穫祭を加えた動画を更新予定です）

長野県町村会収穫祭めぐり15周年企画

キャラクター名募集
長野県内58町村の収穫祭に行って会場のアンケートに答え
てキャラクター名をつけてね！
素敵な景品が当たります！
（通常アンケートとキャラクター名のWキャンペーン）

作詞/作曲/編曲
green note coaster
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地
方
に
お
い
て
、
地
方
創
生
を
担
う
人

材
の
育
成
は
重
要
で
あ
り
、内
閣
府
で
は
、

地
方
創
生
版
・
三
本
の
矢
の
一
つ
と
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
材
支
援

の
一
つ
で
あ
る
「
地
方
創
生
人
材
支
援
制

度
」
は
、
地
方
創
生
に
積
極
的
に
取
り
組

む
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
取
組
を
担

う
人
材
が
不
足
し
が
ち
な
比
較
的
小
規
模

の
市
町
村
に
対
し
て
、
意
欲
と
能
力
の
あ

る
国
家
公
務
員
や
大
学
研
究
者
、
民
間
人

材
を
市
町
村
長
の
補
佐
役
と
し
て
派
遣
す

る
制
度
で
す
。平
成
27
年
度
の
創
設
以
降
、

４
年
間
で
２
０
４
市
町
村
に
対
し
て
人
材

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

派
遣
先
の
市
町
村
長
等
か
ら
は
高
い
評

価
を
頂
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
各
地
域
の

地
方
創
生
の
取
組
に
大
い
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
島
根
県
海
士
町
へ
の
派

遣
者
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
島
の
魅
力

を
体
験
し
て
も
ら
う
「
親
子
島
留
学
」
な

ど
の
取
組
を
行
っ
た
ほ
か
、
鹿
児
島
県
長

島
町
へ
の
派
遣
者
は
、
高
校
や
大
学
等
を

卒
業
し
た
後
、
10
年
以
内
に
地
元
に
戻
れ

ば
奨
学
金
返
済
を
全
額
補
て
ん
す
る
「
ぶ

り
奨
学
金
制
度
」
を
創
設
し
た
な
ど
の
取

組
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
内
閣
府
で
は
、
31
年
度
派
遣
に

向
け
て
、
派
遣
者
の
受
入
れ
を
希
望
す
る

市
町
村
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
応

募
の
あ
っ
た
市
町
村
名
に
つ
い
て
は
、
11

月
中
を
め
ど
に
公
表
し
、
各
省
庁
や
民
間

企
業
、
大
学
等
か
ら
の
人
材
の
募
集
、
市

町
村
と
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
経
て
、
来

年
４
月
か
ら
の
派
遣
を
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
31
年
度
派
遣
に
お
い
て
は
、
市

町
村
や
人
材
に
と
っ
て
、
よ
り
活
用
し
や

す
く
な
る
よ
う
、
要
件
等
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
主
に
は
、
①
対
象
市
町
村
に
つ

い
て
、
原
則
人
口
５
万
人
以
下
で
あ
っ
た

も
の
を
、
原
則
人
口
10
万
人
以
下
と
す
る

ほ
か
、
②
一
度
派
遣
者
を
受
入
れ
た
市
町

村
に
対
す
る
再
派
遣
は
原
則
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
常
勤
職
の

派
遣
を
受
け
た
、
も
し
く
は
受
け
て
い
る

市
町
村
へ
の
常
勤
職
の
派
遣
以
外
は
、
再

派
遣
を
認
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

各
町
村
の
首
長
を
は
じ
め
、
職
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
制
度
を
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
制
度
に

関
す
る
ご
相
談
は
内
閣
府
地
方
創
生
推
進

室
（
０
３

－

６
２
５
７

－

１
４
１
０
）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

対象 

派遣先市町村 
派 遣 人 材 

（国家公務員、大学研究者、民間人材） 

以下の市町村を対象として募集する。 

① 市町村長が地方創生に関し、明確な考

えを持ち、派遣される人材を地域の変

革に活用する意欲を持っていること 

② 市町村まち・ひと・しごと創生総合戦

略を策定し、実施する市町村であるこ

と 

③ 原則人口10万人以下 

以下に該当する者を公募する。 

① 地方創生の取組に強い意欲を持っている

こと 

② 市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略

の策定・実行のために十分な能力を有す

ること 

役割 
市町村長の補佐役として、地方創生に関し、市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略に

記載された施策の推進を中核的に担う。 

派遣期間 ・副市町村長、幹部職員（常勤職）･･･原則2年間 

・顧問、参与等（非常勤職）･･･原則1～2年間 

再派遣等 
・同一市町村への複数回の派遣及び複数名の同時派遣は可。ただし、これまで常勤職の

派遣を受けた市町村もしくは常勤職の派遣を受けている市町村への常勤職の派遣は不可。 

バック 
アップ 
体制 

・派遣前に、地方創生担当大臣による訓示のほか、有識者による講話、地方創生に関す

る取組についての講義等の研修を実施 

・派遣期間中には、派遣者同士の情報交換の場や、地方創生担当政務との意見交換の場

として、年に4回程度、派遣者が一堂に集う情報交換会・報告会を開催 

地方創生人材支援制度 

地方創生に積極的に取り組む市町村に対し、意欲と能力のある国家公務員や大学研究者、民間人材を、
市町村長の補佐役として派遣する。 

＜平成27年度派遣者＞ 

  69市町村に派遣 

  ・国家公務員 42市町村 

  ・民間人材  12市町村 

  ・大学研究者 15市町村 

＜平成28年度派遣者＞ 

  58市町村に派遣 

  ・国家公務員 42市町村 

  ・民間人材  13市町村 

  ・大学研究者  3市町村 

＜平成29年度派遣者＞ 

  55市町村に派遣 

  ・国家公務員 44市町村 

  ・民間人材   9市町村 

  ・大学研究者  2市町村 

＜平成30年度派遣者＞ 

  42市町村に派遣 

  ・国家公務員 39市町村 

  ・民間人材   2市町村 

  ・大学研究者  1市町村 

 これまで204市町村に派遣 
   ※ 新規派遣先市町村数の累計 

＜制度概要＞ ＜派遣実績＞ 

地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
の
ご
紹
介

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

情　報

平成30年10月22日　8第3058号



随  想随 想

随　想

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3058号9　平成30年10月22日

平
成
30
年
５
月
29
日
、
鳥
取
県
湯
梨
浜

町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
ふ
る
さ
と

公
園
「
潮
風
の
丘
」
で
、
韓
国
、
モ
ン
ゴ

ル
、
台
湾
か
ら
の
参
加
者
94
人
に
、
海
外

か
ら
の
留
学
生
18
人
、
国
内
愛
好
者
１
２

５
人
を
加
え
た
、
２
３
７
人
に
よ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
大
会
で
あ
る
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥
地
大
会
」
の
３

分
の
１
に
も
満
た
な
い
規
模
で
す
が
、
国

際
色
豊
か
な
た
め
か
、
華
や
か
で
、
と
て

も
明
る
い
雰
囲
気
の
大
会
で
し
た
。

さ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
昭

和
57
年
、湯
梨
浜
町
誕
生
前
の
旧
泊
村
が
、

当
時
の
文
部
省
の
補
助
を
受
け
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
考
案
し
た
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

ル
ー
ル
が
簡
単
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
誰
で
も
楽
し
め
る
こ
と
、
仲
間
づ
く

り
に
適
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
大
き
な

反
響
を
呼
び
、
誕
生
の
年
に
は
泊
村
の
、

そ
の
翌
年
に
は
、
鳥
取
県
及
び
日
本
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。昭

和
59
年
以
降
は
、
各
県
協
会
の
設
立

が
続
き
、
昭
和
62
年
か
ら
は
、
全
国
各
地

で
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
、
昭
和
63
年
に

は
、初
の
全
国
大
会
「
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
」
が
、
泊
小
学
校
の
全

面
芝
の
運
動
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
約

７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
翌
年
か
ら
日
本
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
の
大
会
と
し
て
、

全
国
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
泊
村
で
は
、
こ
の
大
会
の
翌
年
か

ら
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥
地
大
会
」

を
開
催
、
毎
年
、
定
員
（
７
６
８
人
）
以

上
の
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
参
加
者
を
決

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
経
て
、
現
在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
愛
好
者
は
約
３
６
０
万
人
と
い

わ
れ
、
ま
さ
に
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
に
発
展

し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は

大
き
な
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、「
国
際
化
」
で
す
。

そ
の
端
緒
は
、
地
方
創
生
施
策
に
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
よ
る
交
流
人
口
の

拡
大
を
掲
げ
た
こ
と
、「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
」
で
、

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
競
技
種
目
に
な
り
、
湯

梨
浜
町
で
の
開
催
が
決
定
し
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

以
来
、湯
梨
浜
町
で
は
、鳥
取
県
や
（
公

社
）
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
と

連
携
し
、
次
の
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、国
際
化
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
世
界
へ
の
普
及
及
び
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
す
で

に
普
及
し
て
い
る
国
々
と
の
交
流
を
深
め

る
一
方
、
未
普
及
の
国
々
を
訪
問
、
Ｐ
Ｒ

活
動
等
を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で
に
８
か
国

11
地
域
を
訪
問
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
国
際
大
会
の
開
催
で
す
。

冒
頭
、今
年
の
大
会
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
か
ら
の
４
回
の
大
会
に
、
海
外

８
か
国
か
ら
３
８
９
人
、
外
国
人
留
学
生

85
人
、
国
内
愛
好
者
３
５
２
人
の
計
８
２

６
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。同
時
に
、

海
外
３
か
国
の
国
際
大
会
に
町
及
び
県
内

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、「
潮
風
の
丘
」
の
聖
地
化

で
す
。
発
祥
地
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
に
す

る
た
め
、
園
内
表
示
の
多
言
語
化
、
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
へ
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
の
整
備

等
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
際
化
を
図
る
上
で
い
く
つ

か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
海
外
で
の
普
及
の
障
壁
に
、

用
具
の
入
手
の
困
難
さ
が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
等
は
、
多
言
語
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
等
で
解
決
で
き
ま
す
が
、

用
具
や
器
具
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
国
内
愛
好
者
の
ご
協
力
で
集
め
た

ク
ラ
ブ
や
ボ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
て
購
入
の
用
具
・
器
具
を
、
海
外
に

立
ち
上
げ
ら
れ
た
協
会
に
贈
り
、
普
及
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
統
一
さ
れ
た
ル
ー
ル
と
技
術
基

準
を
満
た
し
た
安
全
な
用
具
に
よ
る
プ

レ
ー
、
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
の

収
集
と
還
元
も
重
要
で
あ
り
、
国
際
組
織

設
立
の
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

国
際
化
」
を
進
め
る
中
で
、
私
は
、
健
康

寿
命
の
延
伸
が
各
国
共
通
の
課
題
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、

認
知
症
予
防
や
介
護
予
防
に
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
国
内
と
世
界
各
地
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
で
結
ば
れ
、
世
界
に
友
情
と

健
康
の
輪
が
広
が
る
こ
と
は
、
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。

大
海
原
に
石
を
投
げ
る
よ
う
な
話
で
す

が
、
内
外
の
愛
好
者
の
方
々
と
連
携
す
れ

ば
必
ず
実
現
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

宮
みや

脇
わき

　正
まさ

道
みち

鳥取県湯
ゆ

梨
り

浜
はま

町長

<湯梨浜の世界戦略>
～グラウンド・ゴルフで、
友情と健康の輪を世界に～
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　全国町村会ホームページについ
て、掲載する情報の増加・高度化
に対応し、各町村の魅力をよりア
ピールする場としての機能の充実
やスマートフォンへの対応等を図
るため、この度リニューアルを行
いましたのでお知らせします。
　私どもは、今後も多くの皆様に
ご活用いただけるホームページを
目指し、内容についてさらなる充
実を図っていきますので、よろし
くお願い申し上げます。
　なお、ご覧になったご感想・ご
意見につきましては、下記のメー
ルアドレスまでお寄せ下さい。

kouhou@zck.or.jp

http://www.zck.or.jp/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
いただける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要にな
ります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ
済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせ
は、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考え
ています。ご覧になったご感想・ご意見を、
下記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

全国町村会ホームページがリニューアル

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

情　報
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全国町村会館には、
会議室・宴会場のほかに、
ふたつのレストランもございます。
お気軽にお立ち寄りください。

和・洋食のレストランも
お気軽にご利用ください

●全国町村会館へのアクセス
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約20分

TEL.03（3581）0471
FAX.03（3581）0220
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号

☆カジュアルレストラン「ペルラン」：ランチタイム11：00～14：00／ティータイム14：00～17：00／ディナータイム17：00～22：00（21：30ラストオーダー）
☆和食処「さいかち」：ランチタイム11：30～14：30（14：00ラストオーダー）／ディナータイム17：00～22：00（21：30ラストオーダー） ※「さいかち」は土、日祝日休

※市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

東京でのイベントに最適な
絶好のロケーションを誇る全国町村会館。
かけがえのないひとときを、
上質なサービスでおもてなしいたします。

3番出口

WEBからのご宿泊予約は、特別料金（部屋数限定）がございます。

内
案
ご
の
室
客

お電話でのご予約・
お問い合わせは 全国町村会館 検索

シングル
119室

ダブル
12室

ツイン
17室

SINGLE
ROOM

DOUBLE
ROOM

TWIN
ROOM

2階には広さと設備が多彩な、大小4つの
ホール・会議室。高い機能性を持ち、さま
ざまな演出が可能です。会議・研修、パー
ティーなどに幅広くご利用いただけます。

県人会など同郷者の集い、
同窓会、親睦会などの懇談会

観光PR、移住セミナー
職員採用試験などの説明会

職員旅行・家族旅行

週末・祝日の
宿泊ご利用は
特別サービス
（最大20％割引）

和室もございますのでお問い合わせください。（禁煙ルームもご用意しております。）

さまざまな「集いの場」を
演出いたしますレストラン謝恩イベント

日本全国の「熟・醇・薫・爽」
地酒とワインが楽しめる企画
開業20周年企画好評開催中　平成30年12月27日（木）まで

日本のワイン
 wine

日本酒
 sake

Ｂ１Ｆ「レストラン・ペルラン」にて
月替わりで楽しめます（毎月3～5種類）
ディナータイム　17:00～22:00

（ラストオーダー21:30）

７Ｆ「和食処・さいかち」にて
全国の地酒が楽しめます（47種類）
ディナータイム　17:00～22:00

（ラストオーダー21:30）
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